
金
滞
古
蹟
志
巻
叶
三

前
書
之
通
令
議
見
-
候
。
可
v
被
v
任
昌
勝
手
-
候
。
以
上
。

停
燈
寺
見
龍

中j

田
上
屋
吉
兵
衛
殿

同

彦

四

郎

殿

貴
院
高
岩
寺
b
、
従
=
檀
那
方
-
可
v
有
=
寄
附
-
之
寄
附
令
目
議
見
二
段
4
ん

に
存
設
a
奥
隼
-
候
。
以
上
。

停
燈
寺
見
龍

中j

以
幽
上

谷

院

卯
辰
夫
長
寺
・
同
幽
谷
院
永
々
、
無
位
等
に

τ、
緒
方
に
相
洩
候
儀
も

有
v
之
候
に
付
、
本
寺
宮
腰
口
商
岩
寺
寺
内
に
、
右
ニ
ク
寺
共
に
引
移

置
・
跡
屋
敷
地
子
銀
等
は
、
商
岩
寺
よ
り
是
迄
之
遇
措
出
し
、
遁
而

屋
敷
相
祭
申
者
有
v
之
候
者
‘
願
出
相
議
候
様
に
致
度
皆
・
商
岩
寺
願

書
付
に
加
昌
奥
書
-
被
v
出
H

之
、
途
邑
命
州
議
-
蹴
一
之
遇
承
届
候
僚
、
商
岩
寺
ね

可
v
被
昌
申
渡
-
候
。
以
上
。

横
山
又
五
郎

印

辰
十
二
月
廿
四
日

長
屋
谷
停
燈
寺

右
は
天
明
四
甲
辰
八
月
及
=
出
願
-
鹿
.
同
年
十
二
月
廿
四
日
許
可
有
v

共
の
遺
跡
は
停
燈
院
の
向
ひ
な
り
。
天
長
寺
は
臨
済
宗
妙
心
寺
波
の

蹄
剥
に
て
、
承
臆
二
年
の
創
立
也
。
幽
谷
院
と
同
じ
〈
、
三
枇
町
高

燥
寺
の
支
院
と
成
る
。
然
底
無
檀
無
住
民
て
、
永
々
縮
方
も
無
v
之

付
.
幽
谷
院
と
共
に
寺
院
取
盤
み
、
本
寺
高
燥
寺
へ
合
併
し
‘
跡
地

は
地
子
地
な
る
故
に
他
へ
譲
り
渡
度
旨
、
天
明
四
年
八
月
出
願
す
る

蕗
‘
同
年
十
二
月
幽
谷
院
と
一
集
に
許
可
相
成
。
依
v
之
右
奮
地
.
今

に
至
り
河
北
郡
涌
波
村
日
蓮
宗
法
華
寺
の
請
地
に
設
し
、
法
華
寺
の

持
地
と
成
し
あ
り
と
ぞ
。
天
長
寺
由
来
書
左
の
如
し
。

就
-
-
御
等
-
申
上
候
。

高

臨

眼

寺

之

末

寺

高

議

山

天

長

寺

有
者
、
承
膝
二
年
に
御
営
地
才
川
河
原
町
之
後
に
て
‘
玉
井
古
市
正

錦
地
之
者
上
り
地
に
、
掘
掃
部
隠
居
所
御
座
候
を
‘
悶
心
と
申
道
心

者
演
り
居
申
候
鹿
に
、
浅
香
古
左
京
被
z
相
…
求
一
一
拙
借
師
匠
之
法
弟
陶

山
長
老
b
辞
設
a
寄
附
一
則
共
住
所
を
請
地
に
仕
、
右
天
長
寺
を
設
日
草

創
-
罷
在
申
候
鹿
に
、
高
治
二
年
に
御
足
趨
屋
敷
に
需
=
御
用
-
被
a

召
上
-

候
故
、
三
枇
常
光
寺
之
近
隣
K
.
拾
二
年
之
間
借
地
仕
罷
在
申
候
。

共
後
寺
庵
方
替
地
被
昌
仰
渡
-
候
箇
.
先
寺
枇
御
奉
行
永
原
左
京
殿
・
篠

原
織
部
殿
へ
御
断
申
上
‘
寛
文
十
一
年
比
、
泉
野
寺
町
績
に
て
こ
百

金
滞
古
蹟
志
巻
品
川
三

四

之
也
。
O
運
水
峰
侮
燈
院

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
替
に
云
ふ
。
賞
院
開
基
者
、
能
登
聞

酒
井
永
光
寺
関
山
盛
山
和
備
に
而
、
永
光
寺
之
山
内
に
有
v
之
島
、
年

代
久
遠
.
営
院
既
に
荒
敗
設
し
候
付
、
永
光
寺
先
住
久
外
和
備
、
幸

ひ
金
揮
に
檀
那
有
v
之
に
依
而
、
移
縛
之
儀
被
且
相
願
一
金
樺
堕
屋
町
に

地
子
地
申
請
、
正
保
四
年
に
建
立
仕
之
蕗
、
右
地
所
御
用
地
に
相
成

被
a
召
上
一
一
寛
文
十
一
-
年
卯
辰
山
地
子
地
申
請
移
締
建
立
仕
。
と
あ

り
。
按
守
る
に
.
僻
燈
院
と
田
丸
町
の
燈
明
庵
と
は
、
小
庵
の
蹄
剃

た
り
し
か
ど
皆
古
剰
に

τ、
僻
燈
院
は
酒
井
永
光
寺
の
寺
中
、
燈
明

庵
は
野
々
市
大
衆
寺
の
寺
中
宅
、
共
に
年
代
金
‘
鴻
の
来
歴

鮮
か
な
ら
宇
と
い
へ

E
も
‘
停
燈
院
は
抱
持
寺
開
山
悌
蹄
師
行
貨

に
.
釜
山
脚
師
越
化
。
後
建
且
塔
於
大
衆
永
光
滞
佐
伯
加
持
四
戯
吋
抗
日
a

停
燈
院
↓
と
あ
り
。
さ
れ
ば
今
此
の
卯
辰
鴛
町
な
る
停
燈
院
は
、
そ
の

さ
き
能
登
固
酒
井
永
光
寺
の
境
内
に
あ
り
し
頃
は
、
永
光
寺
の
塔
頭

に
て
、
関
山
釜
山
和
倫
詮
働
慈
締
師
の
錫
に
建
立
あ
り
し
塔
司
た
り

し
事
知
ら
れ
け
り
。

。
高
歳
山
天
長
寺
社

二
拾
歩
之
所
諦
地
仕
候
。
則
御
普
競
御
奉
行
・
改
作
御
奉
行
之
一
紙
面

所
持
仕
候
。
然
鹿
に
翌
年
之
秋
、
共
地
亦
唯
今
之
御
足
騒
町
並
に
被
=

召
上
一
候
に
付
.
共
刻
追
付
御
断
申
上
、
卯
辰
山
に
而
唯
今
之
居
屋
敷

二
百
歩
諦
地
仕
罷
在
申
候
。
天
長
寺
者
営
寺
之
末
寺
k
t
、
蛍
分
看

坊
故
拙
借
方
よ
り
申
上
候
。
以
上
。
、

延

貸

九

年

四

月

廿

一

日

高

燥

寺

普

門

判

停

燈

寺

右
紙
面
之
趣
相
違
無
-
福
一
座
-
K
付
.
奥
書
仕
上
v
之
申
候
。
以
上
。

停

燈

寺

不

破

彦

三

殿

宮
田
治
部
左
衛
門
殿

。
松
梅
山
感
鹿
寺
祉

天
台
宗
に
て
、
卯
辰
夫
満
宮
の
別
営
た
り
し
故
に
、
明
治
二
年
紳
悌

混
濁
御
陵
止
の
官
令
に
依
り
て
復
飾
し
、
紳
職
と
成

p.
細
峰
右
京

と
稀
し
、
感
臆
寺
は
慶
寺
と
成
り
た
り
。
共
の
地
跡
は
鴛
町
僻
燈
院

の
南
隣
也
。

。
卯
辰
天
神
鮭
壮

感
膝
寺
の
天
神
と
呼
ぺ
り
。
此
の
一
脚
像
は
古
作
の
木
像
た
り
。
僻
説

一
五




